
   

公用車の適正利用について 
 

資産経営課 

 

これまでも何度かお願いさせていただいておりますが、紙の予約簿等で管理をしている貨物・乗用車（特殊用途自動車を除く）につきましては、 

予約管理アプリへ移行するとともに、以下のルールに則った運用を行っていただきますよう改めてお願い申し上げます。 

 

・空予約の禁止 
公用車は、実際に利用する目的で予約を行ってください。 
利用が確定していない場合の空予約は、他の利用者への影響を避けるため、禁止します。 

 

・過剰予約の禁止 
  必要な分だけを予約し、無駄な予約を避けるようにしてください。 
  過剰予約や、利用しない予定の車両の予約は控えてください。 
 

・返却打刻ボタンの打刻 
  予約時に入力した「予約終了日時」よりも早く用務が終了した場合、予約画面から「返却打刻ボタン」を押してください。 
  打刻をした場合、返却時刻以降に新規予約が可能になります。 
 

・予約キャンセル漏れの防止 
  使用しなくなった車両については、速やかに予約のキャンセルを行ってください。 
  予約キャンセルの漏れが続くと、他の利用者に迷惑をかけ、効率的な車両利用が妨げられます。 
  キャンセル漏れがないよう、確認を徹底していただくようお願いいたします。 
 

・公用車の共有化  
  一部の所属において専用化が進んでいる状況ですが、今後はより効率的な運用を実現するため、 
  他の所属とも公用車を共有して使用することをお願いいたします。 
 

・事故報告の義務 
  万が一、事故が発生した場合は、その規模や影響に関わらず、どんな些細なものでも速やかに報告を行ってください。 
  小さな接触事故や擦り傷、駐車中のトラブルでも、事故として早期報告を徹底していただくようお願いいたします。 



   

（参考）予約管理アプリの登録状況 R7.1 月末時点 

 

・本庁舎 

対象車両 登録済み 未登録 

125 台 97 台 28 台 

 

・議会庁舎 

対象車両 登録済み 未登録 

9 台 4 台 5 台 

 

・保健所・保健センター 

対象車両 登録済み 未登録 

36 台 32 台 4 台 

  



   

（参考）運行状況について 

 

◎良い例 

予約管理アプリに登録されており、かつ利用制限の設定がなく、全庁共有が図れている車両。 

 

  



   

（参考）運行状況について 

 

✖悪い例① 

予約管理アプリに登録がなく、全庁共有が図られていない。かつ、稼働率が極めて低い車両。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   

（参考）運行状況について 

 

✖悪い例② 

予約管理アプリ上は、全日 0:00～23:59 予約入力されているが、実際は使用していない時間帯が多く、専用化が進んでいる車両。 

 

 


